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本研究の目的は、1895（明治 28）年に高等女学校規程（明治 28 年文部省令第一号）
によって正式に高等女学校の教科として明記された「体操」に着目し、女子体育振興の
阻害要因、女性体操教員養成と女性体操教員像の形成過程、体育指導者によって行われ
た女子体育振興方策案の検討から明治後期・大正期の女子体育を構造的に明らかにする
ことである。女子体育振興の阻害要因、女性体操教員養成と女性体操教員像の形成過程、
体育指導者によって検討された女子体育振興方策案という 3点に着目したのは、明治後
期から大正期において女子体育が置かれていた状況を明らかにする上で、女子体育及び
体育の状況と社会状況とをつなぐ重要な構造を示すものであると考えるからである。 
女子中等教育において行われていた「体操科」の授業、つまり「女子体育」は、1900
（明治33）年前後に制度的な確立をみせた。明治後期に制度的確立をみせた女子体育に
関連する歴史的研究は、これまで主に体育・スポーツ振興に関わった人物に着目した人
物史研究を中心として行われてきたといえる。体育研究者、指導者としての個人に着目
して行われる研究は、個人の体育振興への貢献や教育観などを明らかにしてきた。また、
女性体操教員養成に関する研究や雑誌記事女子体育関連記事の分析など、女子体育に関
する研究は個別のテーマの豊富な蓄積がある。しかし、戦前の日本における「女子体育」
が、同時期の日本における社会構造の中でどのような位置づけにあったのかという点は
十分に検討されてこなかったといえるだろう。そこで、制度的確立をみせた明治後期・
大正期の女子体育とその振興方策に着目し、同時期における女性観の変化との関連を検
討した結果、以下のことが明らかになった。 
まず、女子体育が高等女学校において必修とされる 1895（明治 28）年の「高等女学
校規定」前後と、普通体操とスウェーデン体操の対立を契機とする 1913（大正 2）年の
学校体操教授要目公布を区切りとして、その前後における女子体育が「女性の等質化（＝
臣民化）」という役割を担っていたことが示された。しかし一方で、「良妻賢母主義」
にみられるような女子教育観は女性改良思想という一面をもっており、女性の役割を限
定するという点に限界があったとはいえ女性に関する価値観の転換に大きな役割を果
たしていた。その中で必要とされたのが「女子体育」であり、女性、広くは日本の国民
全体の身体の改善と、積極的な良妻としての精神面の改良が目指されていた。 
しかし、女性が運動をすることが「しとやかさ」や「女性らしさ」を重視する旧来の
価値観と対立していたことや、根強い美人観などの影響により女子体育の普及は困難で
あった。さらに、体操教員養成制度の問題や指導者間の対立は、理論的研究の伸展を阻
害したため体育の学問的立場を低いものとする要因となった。女子体育は制度的には振
興が図られていたが、実際のところ積極的に取り組まれていた学校は一部であった。 
このように振興が困難であった女子体育の振興のために重視されていたのが、女性体
操教員の養成である。女子体育において女性教員による指導が必要とされた要因には、
女子生徒の身体を一番理解できるのは女性教員であるという考えが広く認められてい
たという背景があった。しかし、そのように必要性が認められていた女性体操教員の社
会的評価は低く、一部の新聞や雑誌において痛烈な批判が行われた。女性体操教員像の
形成要因として、男性体操教員及び女性教員の社会的評価が低かったこと、さらには女
子体育が多くの批判を受けていたことが挙げられたが、そのような状況の中でも女性体
操教員は「行進遊戯」を中心として自身の役割を見出していた。 
そして、女子体育振興の阻害要因がどのようなものであったのかを踏まえた上で、体
育指導者によって考案された女子体育振興方策案を検討した結果、服装の改善や「女性
らしい」体操の考案などの取り組みの他に、旧来の価値観としての「不健康な美人」と
いう概念を、意図的に修正しようとする試みが行われていたことが明らかになった。女
子体育振興という目的のために体育指導者によって行われていた女性に関する価値観
の修正の試みは、明治後期から大正期にかけて起こった女性観の変化と女子体育振興と
の関連を明らかにするものであった。 
以上が、本研究の概要である。 
 
